
 
 

 

世界には様々な国があり、様々な人がいて、様々な考え方があります。世界には様々な国があり、様々な人がいて、様々な考え方があります。
その中で、子どもの幸せは世界共通です―。子どもの幸せを推進する国とその中で、子どもの幸せは世界共通です―。子どもの幸せを推進する国と
の国際交流のお話を参加者たちに聞きました。の国際交流のお話を参加者たちに聞きました。

子どもたちの笑顔が子どもたちの笑顔が
国と国をつなぐ国と国をつなぐ

町の中学生に
オランダでの経験をシェア
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日本人の子どもはどんな
子どもが多い？

「どうせ、自分はダメだ」など「どうせ、自分はダメだ」など
の自己否定が目立つ一方、今の自己否定が目立つ一方、今
の自分を変えたい想いが強いの自分を変えたい想いが強い
という調査結果があります。という調査結果があります。

※（参考）令和5年国立青少年教育振興機構※（参考）令和5年国立青少年教育振興機構

Q今の自分が好きだ

今の自分を変えたい願望が強い今の自分を変えたい願望が強い

➊オランダの小学校の先生との会食➋➌➍オラン
ダの小学校～高校を訪問。
※令和５年度オランダ親善大使派遣の様子
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日本
米国
中国
韓国

74.5 74.5 ％％
70.9 70.9 ％％
67.8 67.8 ％％

54.4 54.4 ％％

三芳町オランダ親善大使三芳町オランダ親善大使

三芳町オランダ親善大使三芳町オランダ親善大使 三芳町オランダ親善大使三芳町オランダ親善大使

大里 梨夏大里 梨夏さんさん

岩佐 英俊岩佐 英俊さんさん 島田 優島田 優さんさん

➋ ➌

➍

オランダとの友好親善と中学生の国
際理解を深めるため、令和 5 年度の
オランダ親善大使 3 名が各町立中学
校に赴き、全校生徒にオランダでの
体験を報告しました。

CFCI 事 業 と し て 行 わ れ て
い る PJCC（ ペ タ リ ン グ・
ジ ャ ヤ 児 童 評 議 会 ）。 学 校
に 通 う 18 歳 未 満 の 子 ど も
た ち が 子 ど も 市 議 会 議 員
と し て PJ 市 に 政 策 提 案 な
ど 行 い ま す。「Spine @ PJ 
Kita」 に は PJCC の 事 務 局
があり、子どもたちの意見
交 換 の 場 と な っ て い ま す。

➊

国際交流を通して、積極性の大切さを学びまし国際交流を通して、積極性の大切さを学びまし
た。最初は英語で話す不安が付きまといましたた。最初は英語で話す不安が付きまといました
が、自分から話さないと何も始まらない！自分かが、自分から話さないと何も始まらない！自分か
ら行動することで、多くの学びを得ました。ら行動することで、多くの学びを得ました。

積極性の大切さ！

（右）坂元 花奈美（右）坂元 花奈美さん（三芳東中）さん（三芳東中）
（左）手嶋 雷太（左）手嶋 雷太さん（三芳中）さん（三芳中）

令和5 年度のオランダ親善大使 3 名が
各町立中学校に赴き、全校生徒にオラン
ダでの体験を報告しました。
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